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会
員
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
大
流
行
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
他
ほ
と
ん
ど
の
行
事

が
延
期
又
は
中
止
さ
れ
、
我
々
自
治
連
合
会
活
動
で
も
総
会
は

書
面
表
決
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
国
大
会
を
は
じ
め
と
す
る

大
人
数
で
開
催
す
る
事
業
を
延
期
及
び
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
地
域
の
連

帯
意
識
が
よ
り
希
薄
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
恒
例

の
行
事
は
予
定
通
り
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
そ
の
節

は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

又
、
自
治
連
合
会
で
は
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
加
入
頂
き
、
地
域
づ
く

り
に
皆
で
協
力
し
、
助
け
合
い
住
ん
で
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
地
域
に
し
て
い
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
行
政
と
も
車
の
両
輪
の
精
神
で
連
携
し
、「
安
心
安
全

で
活
力
あ
る
ま
ち
鳥
取
市
」
実
現
を
目
指
し
協
働
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
と
各
地
区
会
長
、
各
町

内
会
（
区
）
長
、
並
び
に
地
区
住
民
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
康
、

ご
発
展
と
鳥
取
市
自
治
連
合
会
へ
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�
会 
長

　
南
部
　
　
敏

　

鳥
取
市
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
た
平
成

二
十
一
年
よ
り
三
年
前
、
平
成
十
八
年
か
ら
三
年
間
、

市
か
ら
の
委
託
を
受
け
試
行
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
活
性
化
部
会
」
等
四
つ
の
部
会
を
設
定
、
諸

団
体
と
町
内
会
か
ら
の
推
薦
の
委
員
で
ス
タ
ー
ト
。

力
点
を
置
き
た
か
っ
た
の
は
「
地
域
活
性
」
で
商
店

経
営
者
と
地
域
住
民
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
商
店
街

の
活
性
化
の
知
恵
を
探
る
こ
と
で
し
た
が
、
思
っ
て

い
た
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
無
理
で
し
た
。

「
歴
史
・
文
化
資
産
検
証
」
部
会
で
は
遷
喬
地
区
の
「
町

の
な
り
た
ち
」、「
ゆ
か
り
の
人
た
ち
」、「
地
区
の
た

か
ら
も
の
」
を
紹
介
し
た
貴
重
な
冊
子
「
遷
喬
地
区

の
歴
史
・
文
化
を
訪
ね
て
」
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
三
年
間
の
活
動
を
土
台
と
し
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
結
成
に
向
か
っ
た
た
め
、
事
業
内

容
に
関
心
・
議
論
が
集
中

し
、
地
域
に
お
け
る
「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
立

ち
位
置
、
即
ち
、
町
内

会
長
会
を
含
む
従
来
の

諸
団
体
と
「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
を
ど
の
よ

う
に
関
係
づ
け
て
い
く

か
と
い
う
基
本
的
な
議

論
が
不
十
分
な
ま
ま
に
発

足
し
、
結
果
と
し
て
、「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
い

う
団
体
が
新
た
に
加
わ
っ

た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
遷
喬
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
地
区
の

課
題
を
高
齢
者
対
策
・
少
子
対
策
・
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
対
策
と
設
定
し
て
、
こ
の
課
題
に
沿
い
次
の
三
つ

の
部
会

　
＊
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
部

　
＊
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
部

　
＊
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
部

を
設
け
、
諸
団
体
、
町
内
か
ら
推
薦
さ
れ
た
約
三
十

名
の
委
員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。“
お
年
寄
り
部
会
”、

“
子
ど
も
部
会
”
は
、
ま
ち
中
歩
き
と
あ
い
さ
つ
運
動

を
継
続
。
特
筆
す
べ
き
は
「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
部
」
の
活
動
で
、当
初
は
、「
遷
喬
地
区
再
発
見
」

と
銘
打
ち
、
そ
の
年
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
マ
ッ
プ
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実

施
し
ま
し
た
。

　

＊�

テ
ー
マ
と
マ
ッ
プ
が
「
匠た
く
み」
で
“
手
づ
く
り
の
店
”

の
親
子
ぐ
る
み
で
の
訪
問
。

　

＊�

「
食
」
で
“
１
コ
イ
ン
味
め
ぐ
り
”

　
　

…
今
年
で
十
回
目
と
継
続
。

　

＊�

「
婚
」
で
“
ま
ち
・
コ
ン
”
を
実
施
、
女
性
の
応

募
が
僅
か
で
二
年
間
で
打
ち
切
り
。

等
々
と
頑
張
り
ま
し
た
が
“
種
”
が
尽
き
て
し
ま
い
、

現
在
は
右
記
の
“
遷
喬
地
区
味
め
ぐ
り
”
と
夏
の
“
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
”、
秋
の
“
芋
煮
会
と
星
の
観

測
”
を
中
心
に
賑
わ
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

遷
喬
地
区

遷
喬
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

遷
喬
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
活
動
に
つ
い
て

協
議
会
活
動
に
つ
い
て

　
　
遷
喬
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　

　
　
遷
喬
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　

��

会
長
　

会
長
　
浦
木
　
清

浦
木
　
清

まちコン風景

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

秋の芋煮会（雨天のため屋内）



自治連だより  2021.1.発行

2

　

令
和
二
年
三
月　

旧
鳥
取
警
察
署
跡
地

（
青
葉
町
三
丁
目
）
に
城
北
地
区
公
民
館
が
、

城
北
保
育
園
と
の
複
合
施
設
と
し
て
竣
工
し

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
平
成
二
十
三
年
に
ま
と
め

ら
れ
た
「
城
北
ま
ち
づ
く
り
い
き
い
き
プ
ラ

ン
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。
そ
の
プ
ラ
ン

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設
で

あ
る
地
区
公
民
館
・
将
来
を
担
う
子
ど
も

達
を
育
て
る
保
育
施

設
で
あ
る
城
北
保
育

園
の
移
転
新
築
等
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

旧
城
北
公
民
館

（
田
園
町
四
丁
目
）

は
、
昭
和
五
十
四
年

に
建
設
さ
れ
て
以
来

老
朽
化
し
、
安
全
・

安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
の
整
備
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

新
公
民
館
の
主
な
特
徴
は
、
玄
関
先
に
花

壇
を
配
し
、
研
修
室
四
部
屋
・
十
二
畳
の
和

室
・
調
理
室
の
他
に
図
書
・
談
話
室
コ
ー

ナ
ー
、
さ
ら
に
は
福
祉
相
談
室
を
備
え
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
平
屋
建
て
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
の
広
さ
を
生
か
し
て
広
い
駐

車
ス
ペ
ー
ス
・
大
型
倉
庫
と
駐
輪
場
・
別
途

設
置
の
防
災
倉
庫
・
そ
の
他
大
画
面
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
で
行
事
案
内
・
ト
イ
レ
は
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
等
々
立
派
な
公
民
館
と
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
、
収
束
の
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
予
定
し
て
い
た「
竣
工
式
・

祝
賀
会
・
内
覧
会
」
は
、
全
て
中
止
と
な
り

誠
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
公
民
館
が
こ
れ
か
ら
も
城
北
地
区
の
皆

さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
地
域

福
祉
や
防
災
等
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
新
し
い
拠
点
施
設
と
し
て
出
発
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
条
件
が
揃
い
ま
し
た
。

城北公民館正面

城
北
地
区

特
色
あ
る
自
治
活
動

特
色
あ
る
自
治
活
動

　
　
　
　
明
治
地
区
区
長
会

明
治
地
区
区
長
会

��
会
長
　

会
長
　
椿
　
重
雄

椿
　
重
雄

明
治
地
区

　

明
治
地
区
自
治
組
織
と
し
て
、
区
長
会
、

公
民
館
、
郷さ

と

づ
く
り
協
議
会
の
三
つ
の
組
織

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
も
と
独

自
の
活
動
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
、
過
疎
化
、
農
林
産
業
の
衰
退
化
が
急
激

に
進
む
中
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
課
題
を
共
通

に
し
て
い
ま
す
が
、
有
効
な
手
が
打
て
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
、
鳥
取
市
は
公
民
館
と
ま
ち

づ
く
り
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
明
治
地
区
も
、
乗
り
か
か
っ
て
く
る

課
題
に
対
し
、
た
だ
見
て
い
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

　

三
つ
の
組
織
を
束
ね
て
、
課
題
に
た
ち
向

か
お
う
と
、
市
の
協
働
推
進
課
を
交
え
て
協

議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
ま

と
ま
っ
た
の

が
、
明
治
郷さ

と

づ
く
り
協
議

会
を
中
核
と

し
た
新
た
な

組
織
で
す
。

　

公
民
館
運

営
委
員
会
と

郷さ
と

づ
く
り
協

議
会
を
一
本

に
し
、
区
長

会
は
新
組
織

に
加
え
る
と

い
う
も
の
で

し
た
。
区
長

会
そ
の
も
の

が
吸
収
さ
れ

た
わ
け
で
は

な
く
、
各
区

長
が
新
組
織

の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の

で
す
。
つ
ま

り
三
組
織
が

切
っ
て
も
切

れ
な
い
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
わ
け
で

す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、事
業
を
す
る
に
あ
た
り
、

住
民
が
相
談
・
決
定
・
実
施
し
て
い
く
と
い

う
住
民
参
加
体
制
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

四
部
会
で
組
織
し
て
お
り
、
地
域
中
の
沿

道
に
種
を
蒔
き
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
を
作
っ
た

り
、
地
域
防
災
の
先
進
地
を
視
察
し
、
防
災

マ
ッ
プ
を
作
製
し
た
り
、
マ
ッ
プ
に
基
づ
い

た
各
集
落
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

「
森
林
ウ
オ
ー
ク
in
安
蔵
」
と
称
し
、
地
区

内
外
か
ら
の
参
加
者
が
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
、
地
区
特
産
品
づ

く
り
、
農
産
物
販
売
も
手
掛
け
て
い
き
た
い

と
夢
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

2019年明治地区夏まつり

2019年森林ウオークin安蔵

待
望
の
「
新
公
民
館
」
が

待
望
の
「
新
公
民
館
」
が

つ
い
に
完
成

つ
い
に
完
成

　
　
　
　
城
北
地
区
自
治
連
合
会

城
北
地
区
自
治
連
合
会��

��

会
長
　

会
長
　
水
田
憲
夫

水
田
憲
夫
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浜
坂
地
区

松
保
地
区

　

浜
坂
地
区
で
は
、
近
年
宅
地
開
発
が
進
み

人
口
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。そ
の
中
で
の
町
づ
く
り
を
進
行
中
で
す
。

「
集
い
・
ふ
れ
合
い
・
助
け
合
い
・
ゆ
た
か

で
住
み
よ
い
浜
坂
」
合
言
葉
に
、
浜
坂
六
大

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
．
新
年
を
祝
う
会

　

伝
統
行
事
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
ふ
れ

合
い
と
世
代
間
交
流
を
図
り
地
域
住
民
の
健

康
と
多
幸
を
祈
念
す
る
。
午
前
は
餅
つ
き
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
バ

ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
等
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
、

新
年
互
礼
会
を
開
き
、
交
流
を
図
り
ま
す
。

二
．
浜
坂
地
区
大
運
動
会

　

浜
坂
小
学
校
と
浜
坂
地
区
合
同
で
行
い
ま

す
。
六
百
人
を
超
す
児
童
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の

演
技
、
競
技
は
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
町
区
対
抗
で
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
す
。

特
に
町
区
対
抗
リ

レ
ー
は
最
高
に
盛

り
上
が
り
ま
す
。

三
．�

納
涼
盆
踊
り

大
会

　

浜
坂
音
頭
を
は

じ
め
、河
内
音
頭
、

炭
坑
節
、
で
ろ
れ

　

松
保
地
区
は
、
鳥
取
駅
よ
り
西
に
五
キ
ロ

程
の
距
離
に
位
置
し
、
東
西
に
新
旧
十
六
集

落
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

中
間
あ
た
り
に
布
勢
総
合
運
動
公
園
が
あ

り
、
陸
上
競
技
、
屋
内
外
競
技
が
よ
く
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
達
の
遊
び
場

及
び
遊
具
も
あ
り
、
家
族
連
れ
も
よ
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
す
ぐ
西
側
に
は
日
本
一
の
湖
山

池
が
あ
り
、
田
園
地
帯
と
山
の
緑
が
合
わ

さ
っ
た
所
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

湖
山
池
に
は
九
月
よ
り
遊
覧
船
が
再
就
航
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
松
保
地
区
の
主
な
特
色
と
し
て
第

一
に
「
麒
麟
獅
子
舞
の
保
存
」
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。全
地
区
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

旧
集
落
七
カ
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、
舞
の
時

間
は
色
々
で
本
舞
か
ら
簡
易
的
に
終
わ
ら
せ

る
場
合
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
ど
こ

も
同
じ
で
人
数
確
保
に
苦
労
し
て
お
ら
れ
、

合
同
で
行
う
と
か
、
最
悪
当
年
は
中
止
す
る

と
か
、
存
続
に
向
け
た
話
し
合
い
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

第
二
に
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て
、
毎
年

十
一
月
前
後
に
「
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
と
し
て

ん
音
頭
の
四
曲
を
踊

り
ま
す
。
又
町
内
会

担
当
の
夜
店
、
各
種

団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
夜

店
で
大
変
賑
や
か
で

す
。

四
．�

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

祭
へ
の
参
加

　

小
学
生
を
中
心

に
、
中
学
、
高
校
、
一
般
の
参
加
希
望
者
を

募
集
し
、
二
ヶ
月
位
の
練
習
を
経
て
「
オ
ア

シ
ス
浜
坂
砂
丘
連
」
の
名
前
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

五
．
浜
坂
地
区
敬
老
会

　

敬
老
会
の
余
興
で
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
学
生
の
か
わ
い
い
演
技
や
、
町
内
の
有
志

に
よ
る
余
興
な
ど
、
楽
し
い
一
時
を
過
し
ま

す
。

六
．
浜
坂
公
民
館
文
化
祭

　

公
民
館
活
動
の
作
品
展
示
、
健
康
相
談
、

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
取
れ
た
て
野
菜
の
販
売
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
中
で
も
一
番
人
気
は
オ
ー

ル
百
円
の
屋
台
村
で
、
焼
そ
ば
、
コ
ロ
ッ
ケ

は
汗
だ
く
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
各
種
団
体
で
色
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
オ
ア
シ
ス
浜
坂
町
づ
く
り
協
議

会
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
、
体
育
会
の
町

内
対
抗
競
技
、
交
安
協
と
青
少
年
育
成
会
議

の
子
供
の
見
守
り
、
青
パ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
、

民
児
協
の
高
齢
者
、
子
供
の
見
守
り
、
自
主

防
災
の
防
災
訓
練
等
、
安
心
安
全
の
町
づ
く

り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
多
く

の
事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
早
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
元
通
り
事
業

が
出
来
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

新年を祝う会

畠崎神社の麒麟獅子舞

集
い
・
ふ
れ
合
い
・

集
い
・
ふ
れ
合
い
・

　
　
　
　
　
　
助
け
合
い

　
　
　
　
　
　
助
け
合
い

　
　
浜
坂
地
区
自
治
連
合
会

　
　
浜
坂
地
区
自
治
連
合
会

��

会
長
　

会
長
　
米
原
慶
三

米
原
慶
三

松
保
地
区
地
域
活
性
化

松
保
地
区
地
域
活
性
化

活
動
に
つ
い
て

活
動
に
つ
い
て

　
　
松
保
地
区
区
長
協
議
会

　
　
松
保
地
区
区
長
協
議
会

��

会
長
　

会
長
　
太
田
垣
一
司

太
田
垣
一
司

開
催
さ
れ
て
お
り
、
二
百
人
前
後
の
参
加
が

あ
り
防
災
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
て
い
る

様
に
思
わ
れ
ま
す
。
内
容
は
、
は
し
ご
車
・

起
震
車
は
な
か
な
か
の
人
気
が
あ
り
、
行
列

が
出
来
る
程
で
す
。
他
に
は
地
区
消
防
団
に

よ
る
災
害
時
に
お
け
る
救
助
作
業
の
実
演
、

救
急
処
置
の
体
験
等
、
参
加
者
が
体
験
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
終
わ

り
の
頃
に
は
防
災
用
食
品
が
用
意
さ
れ
参
加

者
全
員
に
試
食
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
終
了
と

な
り
ま
す
。

　

第
三
に
夏
場
の
夕
方
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
お
り
、
地
区
を
東
・
中
・
西
の
三

カ
所
に
分
け
て
区
長
全
員
が
参
加
し
て
一
時

間
ほ
ど
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
お
り
ま
す
。
近

年
何
事
も
発
生
し
て
お
ら
ず
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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今
や
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

中
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
で
も
同
じ
よ
う

に
人
口
減
少
、
世
帯
数
減
少
と
い
う
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ

鳥
取
市
に
於
い
て
の
全
世
帯
数
は
少
し
ず

つ
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
原
因
と
し
て
は

一
軒
の
家
で
親
子
の
世
帯
分
離
が
増
え
て

き
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
一
口
に
加
入

率
の
問
題
だ
け
で
は
か
た
づ
け
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
こ
十
年
間
の
加
入
率
を
比
較
し

て
み
ま
し
て
も
、
平
成
二
十
三
年
の
加
入

率
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
位
、
令
和
二
年
の

数
値
が
六
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
年
を
追
っ

て
段
々
と
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
新
市

域
地
区
は
加
入
率
の
数
値
は
高
い
で
す
が

旧
市
に
お
い
て
は
六
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
位

と
低
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
連

合
会
に
お
き
ま
し
て
も
平
成
二
十
八
年
度

か
ら
加
入
促
進
部
会
を
立
ち
上
げ
、
鳥
取

市
、
宅
建
協
会
、
自
治
連
の
間
で
三
者
協

定
を
結
び
加
入
者
数
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
実
態
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
へ

の
加
入
促
進
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
、
色
々

な
策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
あ
ま
り
効
果

は
で
て
い
ま
せ
ん
。

　

取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
と
し
て
は
町
内

●加入率の推移（鳥取市全体） ５月末現在
　加入率は、下表のとおり年々低下しています。（住民基本台帳による世帯数で算出）

H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

70.3% 69.8% 68.8% 67.9% 66.7% 66.6% 65.9% 65.9% 64.9% 64.1%

町
内
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
と
課
題

町
内
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
と
課
題

会
に
入
ら
な
く
て
も
ゴ
ミ
収
集
や
街
路
灯
な

ど
に
し
て
も
設
置
し
て
あ
り
特
に
問
題
な

い
。
町
内
会
に
入
っ
て
ま
で
活
動
は
し
た
く

な
い
し
、
ま
し
て
役
ま
で
し
た
く
な
い
。
マ

ン
シ
ョ
ン
で
共
益
金
を
納
め
て
い
て
そ
の
上

に
町
内
会
費
ま
で
払
う
の
か
、
高
齢
で
参
加

し
に
く
い
、
そ
の
他
色
々
あ
り
ま
す
が
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
く
て
も
生
活
に
大

き
な
影
響
は
な
い
の
が
理
由
の
一
つ
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
小
学
生
や
子
供
を
持
つ

家
庭
は
地
域
で
の
運
動
会
や
行
事
な
ど
に
参

加
し
づ
ら
い
と
い
う
よ
う
な
事
も
聞
き
ま
す

し
、
地
域
の
情
報
（
広
報
紙
の
配
布
）
を
知

り
た
い
人
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
要

望
、
陳
情
等
が
あ
っ
て
も
し
に
く
い
人
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　

新
し
く
で
き
た
団
地
や
分
譲
住
宅
、
戸
建

住
宅
な
ど
に
入
居
さ
れ
た
方
々
に
は
地
域
に

即
馴
染
む
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
年
月
の
か
か
る
問
題
と
は
思
い

ま
す
が
大
き
な
災
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
治
安
維
持
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
地
域
の
支
援
活
動
や
福
祉
活

動
の
必
要
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
間
一
人

で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
自
助
・
共
助
・

公
助
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
家
族
か
ら
始

ま
り
隣
近
所
、
地
域
と
繋
が
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
自
治
会
、
自
治
連
合
会
も
そ
の
繋
が

り
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ

ぞ
れ
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、
地
域
の
活
性

化
の
為
に
も
未
加
入
世
帯
の
方
に
声
を
か

け
、
町
内
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
何

か
分
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
治

連
合
会
事
務
局
内
の
地
域
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
相
談
さ
れ
る
の
も
よ
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
昔
は
神
社
が

各
集
落
に
あ
り
神
社
総
代
を
中
心
に
年
間
行

事
等
が
行
わ
れ
地
域
が
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
戦
後
生
活
体
系
も
変
わ
り
村

中
心
か
ら
会
社
（
勤
務
先
）
中
心
の
社
会
へ

と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。（
農
漁
村
中
心
か

ら
二
次
産
業
、
三
次
産
業
へ
の
転
換
）

　

生
活
環
境
も
変
わ
り
大
家
族
か
ら
核
家
族

へ
と
、
ま
た
昭
和
四
十
年
代
頃
か
ら
の
宅
地

造
成
に
よ
り
新
し
い
団
地
が
多
く
で
き
地
域

性
も
変
わ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
そ
れ
に
拍
車
を
掛
け
る
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
く
つ
ろ
ぎ
の
場
所
で
も
あ
っ
た
家

庭
、
離
れ
て
い
る
家
族
、
親
族
と
も
一
線
を

置
く
よ
う
な
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
問
題
が
終
息
し
て
も
こ
れ

か
ら
の
人
間
関
係
、
生
活
体
系
、
社
会
情
勢

も
大
き
く
変
化
し
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　

加
入
促
進
部
会
長　

福
田　

正
美



自治連だより  2021.1.発行

5

日
進
地
区

明
徳
地
区

　

日
進
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成

十
八
年
四
月
に
発
足
し
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

本
協
議
会
は
地
区
自
治
連
合
会
を
中
心
に

し
て
発
足
直
後
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
地
域
の
発
展
と
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
五
部
会
を
設
け
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

第
一
部
会
　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
住
民
が
集
い
・
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
毎
年
八
月
に
地
区
納
涼
祭
（
き

ん
さ
い
祭
り
）
を
開
催
し
て
お
り
地
区
一

番
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
人
が
集
ま
る
に
ぎ
わ
い
広
場
と
し
て
公
民

館
事
業
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

第
二
部
会
　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

○
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
地
区
内
の

街
並
を
花
で
飾
る
活
動
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

○
安
全
な
通
学
路
対
策
と
し
て
ゾ
ー
ン
三
十

の
拡
大
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
三
部
会
　
防
犯
・
防
災
対
策
が
徹
底
し
て

い
る
ま
ち
づ
く
り

○
地
区
内
防
災
対
策
と
し
て
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
拡
充
の
為
の
受
講
支
援
、
防
災
訓
練
及

　

有
楽
町
町
内
会
は
、
昭
和
二
十
七
年
鳥
取

大
火
後
に
、
行
徳
七
十
九
番
地
周
辺
を
埋
立

造
成
さ
れ
、
昭
和
三
十
二
年
に
名
称
を
「
有

楽
町
」
と
し
、
正
式
に
町
内
会
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
人
口
約
二
百
五
十
名
百
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
組
織
と
し
て
、
自

警
団
・
女
性
の
会
・
子
ど
も
会
・
体
育
会
・

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
六
十
名
と
会

員
数
も
多
く
、
毎
月
の
サ
ロ
ン
活
動
（
会
員

同
士
の
談
話
会
や
勉
強
会
）
や
日
帰
り
研
修

会
、
名
月
観
賞
会
な
ど
幅
広
い
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
警
団
で

は
、
年
二
回
の

防
災
訓
練
の

他
、
町
内
の
各

団
体
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、

独
居
の
高
齢
者

の
方
々
等
（
要

援
護
者
）
を
対

象
に
、
平
時
の

見
守
り
体
制
の

び
防
災
先
進
地
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

○
児
童
の
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
と
し
て

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ト
委
員
会
と
連
携
し
て
下
校

時
巡
回
見
守
り
、
日
進
小
・
南
中
の
Ｃ
Ｓ

運
動
へ
の
協
力
と
し
て
登
校
時
の
あ
い
さ

つ
運
動
・
花
づ
く
り
を
実
践
し
て
お
り
ま

す
。

第
四
部
会
　
健
康
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

○
健
康
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
・
小
学
校
合

同
運
動
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ペ
タ
ン
ク

大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
小
学
生
と

の
交
流
会
を
実
施
予
定
で
す
。

第
五
部
会
　
協
議
会
の
運
営
企
画
を
担
当

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
問
題
で
中
止
し
た
事
業
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
事
業
の
マ
ン
ネ
リ

化
・
中
核
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
固
定
化
、

町
内
会
加
入
世
帯
の
減
少
等
、
今
後
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
す
。

夏まつり

防災訓練

祭りの集合写真

仕
組
み
や
災
害
時
の
避
難
支
援
の
仕
組
み
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
で
は
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
歓
送
迎
会
・
ク
リ
ス
マ
ス

会
・
廃
品
回
収
な
ど
元
気
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

明
徳
地
区
は
聖
神
社
の
氏
子
が
多
く
、
二

年
ご
と
の
神
幸
祭
に
は
各
町
内
（
六
町
内
）

が
屋
台
を
出
し
祭
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
内
会
も
、
昭
和
六
十
二
年
よ
り
参
加

し
て
い
ま
す
。
踊
り
の
練
習
・
笛
太
鼓
の
練

習
・
屋
台
の
飾
り
つ
け
な
ど
準
備
が
大
変
で

す
が
、
分
担
し
な
が
ら
町
内
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
大
人
か
ら
子
供
ま
で
仲
良
く
な

り
、
笑
顔
で
挨
拶
の
出
来
る
町
内
に
な
り
ま

し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
に
つ
い
て

活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
日
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合
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進
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会
長
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町
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会
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長
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橋
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令
和
は
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
昨
年
も
甚
大
な
自
然
災
害
が
多
発
し
、
加
え

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
世
界
的
に
蔓
延
し
終
息
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
世
情
は
目
指
す
方
向
と
は
逆
行
す
る
様
に
分
断
・
排
除
・
各
種
格
差
が
拡

大
し
、
混
迷
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
然
に
帰
り
、
関
心
を
持
っ
て
現
実
を
見
極
め
、

正
し
く
考
動
す
る
事
と
互
助
・
共
生
出
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
「
現
実
・
現
場
・
現
物
」
を
知
る
住
民
こ
そ
が
地
域
創
造
の
主
役
で
す
。

�

広
報
委
員
長　

田
中　

雅
勝

編 後集 記

　

美
穂
地
区
は
、
千
代
川
左
岸
側
と
、
大
井

手
側
右
岸
に
挟
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で

あ
り
ま
す
。
地
区
に
は
、
十
二
自
治
会
で
構

成
さ
れ
人
口
千
七
百
五
十
九
人
、
世
帯
数

七
百
六
十
三
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
て
十
年
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
七
月
に

鳥
取
市
よ
り
協
議
会
が
認
定
さ
れ
、
毎
年
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
目
標
を
定
め
、

「
む
ら
」
か
ら
「
ま
ち
」
へ
と
、
地
域
住
民

が
一
つ
に
な
っ
て
老
若
男
女
が
互
い
に
助
け

合
い
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

計
画
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

五
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

（
総
合
・
企
画
）

　
み
ん
な
で
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
安
全
・
安
心
）

　
毎
日
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
　

　
づ
く
り

（
子
育
て
・
教
育
）

　
皆
で
育
て
み
ん
な
で
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り

（
健
康
・
福
祉
）

　
皆
で
生
き
生
き
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

（
農
業
・
環
境
）

　
緑
豊
か
な
環
境
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

以
上
五
つ
の
専
門
部
を
構
成
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
担
当
責
任
者
（
部
長
・
副
部
長
）、
さ

ら
に
は
各
自
治
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
各
種
団

体
の
方
た
ち
が
常
任
委
員
で
あ
り
ま
す
。

　

四
月
に
は
、
美
穂
地
区
全
体
の
総
会
で
周

知
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
部
の
担
当

者
は
そ
れ
ぞ
れ
数
回
部
会
を
開
催
し
、
当
年

行
う
事
業
計
画
及
び
予
算
等
を
検
討
し
ま

す
。
各
部
会
が
ま
と
ま
り
次
第
拡
大
役
員
会

（
会
長
、
副
会
長
、
各
部
長
、
副
部
長
、
会
計
、

公
民
館
職
員
）
を
開
き
確
認
し
ま
す
。

　

美
穂
地
区
の
最
大
の
事
業
は
、
夏
に
行
い

ま
す
「
納
涼
集
う
会
」
で
す
。
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
全
員
で
取
組
み
、
買
い
出
し
、
テ
ン

ト
張
り
、演
技
用
舞
台
作
り
、照
明
設
備
等
々

防災訓練

納涼集う会

を
行
い
ま
す
。
本
番
は
土
曜
日
で
す
が
、
前

日
に
は
上
記
を
セ
ッ
ト
し
、
日
曜
日
に
後
始

末
と
三
日
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

　

屋
台
で
は
、
各
専
門
部
ご
と
に
沢
山
の
食

べ
物
、
飲
み
物
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

舞
台
で
は
傘
踊
り
な
ど
多
彩
な
催
し
で
、

多
く
の
住
民
の
方
に
熱
い
夜
を
堪
能
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
安
来
節
保
存
会
、
毎
年
恒
例

の
下
味
野
傘
踊
り
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
特
別
参
加
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
区
に
は
自
慢
で
き
る
施
設
が

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
に
増
築
さ
れ

た
「
談
話
室
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
を

利
用
し
て
、
平
成
二
十
四
年
よ
り
地
区
住
民

の
居
場
所
づ
く
り
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
女
性
十
五
名
、

男
性
四
名
の
協
力
の
も
と
安
く
て
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
準
備
し
、毎
週
水
曜
日
と
第
二
、

第
四
土
曜
日
に
開
店
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、地
域
の
皆
さ
ん
を
巻
き
込
ん
だ
、

「
地
域
の
活
性
化
」
と
「
安
全
・
安
心
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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会
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